
上中下一体運営で取り組む
自然災害への対応

運輸事業の安全に関するシンポジウム 2019

2019年 10月 1日
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1. 中部国際空港セントレアの概要
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中部国際空港セントレア

愛知県常滑市沖に位置する24時間運用の国際拠点空港

上（ﾀｰﾐﾅﾙ等）・下（滑走路等）を空港会社が建設・運営

旅客数：33,821人／日、着陸回数：142回／日 ※2018年度

鉄道： 乗り入れは名古屋鉄道1社のみ
道路： 道路橋は鉄道橋と平行して建設
船舶： 対岸の三重県津市との高速船航路あり
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空港島内の変化

ボーイング787初号機をメインとした
複合商業施設 『FLIGHT OF DREAMS』
2018年10月12日オープン

東横イン新棟
(客室約1,300室)  

セントレアホテル新棟
（客室約150室）

カプセルホテル
TUBE Sq

フォーポイントバイシェラトン名古屋
中部国際空港 （客室約319室）

敷地面積：約287,000㎡
展示面積：約60,000㎡
事業主体：愛知県

延床面積：約11,000㎡（3階建て）

2018年
11月

2018年
11月

2019年2019年
３月

2017年4月2017年4月

2018年
10月

2018年
10月

2019年
8月30日
2019年
8月30日

ホテルホテル

延床面積：約4.5万㎡ (2階建て) スポット数：10
年間旅客取扱数：国際300万人 国内150万人

2019年2019年
9月20日

5/16 安全祈願祭

国際展示場国際展示場

複合商業施設複合商業施設新ターミナルビル新ターミナルビル 2018年
10月12日

新立体駐車場

アイチ スカイ エキスポ

ﾎﾃﾙ数 客室数
05年 2 570

06年 3 1,570
17年 4 1,710
18年 5 3,500
19年
以降

6 3,650
～

3,800
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2. セントレアの空港オペレーション
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中部国際空港株式会社の組織体制

経営企画部

総務部

地域共生部

財務部

航空営業部

運航支援室

空港事業部

商業事業部

空港運用本部 空港運用部

セントレア・オペレーション・センター（COC）

施設企画部

内部監査室

ターミナル運用ＣＳ推進グループ

保安・防災グループ

飛行場運用グループ

安全推進室

総務グループ

広報グループ

人事グループ グループ会社

★

・旅客サービス（C-PAX）
・エネルギー供給（C-ENE）
・施設サービス、（C-FAS）
・情報通信（C-COM）
・給油施設（C-FUEL）

24時間・365日
シフト勤務

危機管理対応部署

総括グループ
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セントレア・オペレーション・センター（COC)って？？

民営化空港はセントレアのオペレーション方式を参考に

新千歳

仙台

成田

伊丹

関西

福岡

中部
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セントレア・オペレーション・センターの業務範囲（開港時）

飛行場飛行場

保安防災保安防災灯火無線灯火無線

空港の安全・安心を守る為、
3つのセクションが連携

飛行場面の管理運用
スポット管理運用

航空灯火の管理運用
無線施設の管理運用

空港の警備
空港消防・防災

空港運用基本機能
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セントレア・オペレーション・センターの業務範囲（現在）

飛行場飛行場

保安防災保安防災灯火無線灯火無線

空港の安全・安心を守る為、
3つのセクションが連携

飛行場面の管理運用
スポット管理運用

航空灯火の管理運用
無線施設の管理運用

空港の警備
空港消防・防災

空港運用基本機能

危機管理機能
自然災害・施設障害・サイバー攻撃等

空港の全事象に対応

ターミナル運用機能
滞留者、アクセス障害対応等

関係するグループ会社や
業務委託先の企業が連携
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空港オペレーションの特徴

セントレアグループ

11

航空管制

税 関

気象台

海上保安庁

消 防警 察

エアライン ハンドリング

保安協会(場面,鳥防)

名 鉄

愛知県道路公社

第１警備所

工事作業者

AGP(BHS,PBB,GPU)

駐車場管理事務所

入国管理局

検 疫

管制官

運航情報官

管制技術官

案内センター 設備集中監視C

C-FUEL

ITセンター

C-ENE

近畿圏・中部圏
空港政策室

危機管理室

安全企画課

第２警備所

第３警備所

航空局

第４警備所

中部空港事務所

総合通信局

警備所

管制技術課

航空灯火・
電気技術課

AISセンター

総務G、広報G 保安・防災G

大阪航空局

COC

空港会社、官公庁（航空局、CIQ、警察、消防等）、航空会社、アクセ
ス事業者など20機関以上が常に連携して空港を運営
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3. これまでの対応経験を活かした運用改善
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開港以来の主な災害等重大事案

2005年
開港

2005年 大雪

東日本大震災 2011年

伊勢志摩サミット 2016年

2018年 名鉄架線事故、関西空港被災

重大バードストライク 2007年
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【大雪】 開港以来の主な積雪と運航への影響

2005年
積雪５ｃｍ

欠航２２６便

2006年
積雪５ｃｍ

欠航８２便
2008年

積雪４ｃｍ
欠航２２便

2014年
積雪２．５ｃｍ

欠航２６便2017年
積雪７ｃｍ

欠航７６便
2018年

積雪４ｃｍ
欠航０便
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２００５年～ 大雪への対応

⇒除雪機材、除雪範囲の見直し

⇒社内連携、航空会社・管制機関との連携方法の見直し

（リエゾン文化の醸成）

⇒訓練方法の見直し（見せる訓練と機能する訓練の両立）
⇒関係者合同振返り会の開催（空港全体で学習する文化）

組織の枠を超えた協力体制

JAL

ANA

COC
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【リエゾンの活躍】 伊勢志摩サミット（2016年）

カメラ映像、関係機関や現場
との連絡調整、リエゾンの受
入等COCの機能をフル活用

⇒ 専用機や輸送ヘリなど複雑な
運航の安全と定時性を確保

自衛隊ヘリ・特別機離発着に伴う
自衛隊・管制官との調整
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開港以来の主な災害等重大事案

2005年
開港

2005年 大雪

東日本大震災 2011年

伊勢志摩サミット 2016年

2018年 名鉄架線事故、関西空港被災

重大バードストライク 2007年
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2007年～ バードストライクへの対応

2007年8月、滑走路上で着陸機
が１００羽以上のウミネコと衝突

⇒ 飛来する多様な鳥に対応する
ため、鳥類専門家、グループ会
社、空港消防との連携

⇒ 周辺自治体と連携した対策

B747エンジン（４基）への吸い込み 営巣対策のため対岸まで対応範囲を拡大

空港島

りんくうエリア
（愛知県用地）
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開港以来の主な災害等重大事案

2005年
開港

2005年 大雪

東日本大震災 2011年

伊勢志摩サミット 2016年

2018年 名鉄架線事故、関西空港被災

重大バードストライク 2007年
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東日本大震災（2011年）

設計条件を超える津波（南海トラフ巨大地震の基本ケースの津波＋1m）

及び高潮（過去最大の台風が伊勢湾台風のコースで上陸した場合）での浸
水被害を再検証

⇒ 防潮板、防潮堤の設置、扉のエアタイト化を実施

空港機能の早期復旧に必要な機能の優先順位付け

⇒ 津波早期復旧計画（初期の空港BCP）の策定

可搬型防潮板の導入 コンクリート製防潮堤
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開港以来の主な災害等重大事案

2005年
開港

2005年 大雪

東日本大震災 2011年

伊勢志摩サミット 2016年

2018年 名鉄架線事故、関西空港被災

重大バードストライク 2007年
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名古屋鉄道の架線事故（2018年）

唯一の鉄道アクセスが架線事故
により2日間運行不能

代替バス情報、復旧進捗、案内方
法など密接な情報共有が必須

⇒ 鉄道事業者と踏み込んだ連携

常滑駅（対岸）前の代替バス待ち列 復旧作業（軌陸車の引き上げ）
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名古屋鉄道との連携強化
事案対応で顕在化した課題 対 策 実施時期

トラブル時に空港駅と連絡が取れない 空港駅ホットライン設置 2015年12月

駅ホットライン対応できないことがある リエゾン体制の整備
2018年 4月

運行情報をタイムリーに入手できない 名鉄本社からFAX受信

2018年3月の名鉄・架線
事故の反省を踏まえて
翌月には対策実施名鉄

空港駅

名鉄
本社

COC

案内所

航空会社

従業員

航
空
旅
客
・
一
般
来
港
者
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関西国際空港の被災（2018年）

関西国際空港において連絡橋が被災、大量の空港内
滞留者が発生。代替アクセス手段の確保に課題

代替空港としての急遽来港することになった外国人旅
客に対する案内に課題

←↑多言語でのアクセス案内

関空利用予定の旅客が大量来港
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中部国際空港A2-BCPの作成

関空被災事案を受けて、全国の主要空港で空港機能の
維持・早期復旧を対象とした空港BCP（A2-BCP）を策定

⇒総合対策本部（空港全体の統括的なマネジメント機能）の設置
※ Airport  Advanced- BCP
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中部国際空港A2-BCPの作成

電力 通信 水道 航空機
燃料

貨物
施設

空港
アクセス

機能別喪失時対応計画（２５機能）

・・・・・・・・・・・・・

電力 水道 空港
アクセス

⇒ 複合的災害リスクに空港が必要とする機能毎の喪失時
対応計画の組合せで対応

復旧計画
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中部国際空港A2-BCPの訓練

⇒代替アクセス確保のため船舶事業者との関係を構築

⇒訪日外国人の増加を踏まえた領事館との関係を構築

船舶による島外退避訓練 領事館との連携訓練

中国総領事館職員

案内スタッフ外国人旅客（模擬）
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4. 現状の課題と今後の取り組み
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災害対応のあるべき姿と現状の課題

島内事業者：平時、災害時の連携 〇
島外事業者：災害時の連携 △

平時
【日常連携】
情報共有

災害時
【島内連携】

Face‐to‐Face
共助の強化・拡大 公助の円滑化自助の推奨と確認

COC

セントレ
アG

エアライ
ン

中部空
港事務

所

CIQ

空港警
察

常滑消
防

アクセス
事業者

テナント

警備所

国交省
航空局

中部地
方整備

局

中部

運輸局

愛知県
防災局

道路

公社

常滑市

島外ア
クセス
事業者

外国

公館

COC

セントレ
アG

エアライ
ン

中部空
港事務

所

CIQ

空港警
察

常滑消
防

アクセス
事業者

テナント

警備所

大規模災害時
【島外連携】

リエゾンの活用

総合対策本部

課 題
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【島外連携】 公助の円滑化に向けた取組み

愛知県災害対策本部運用訓
練への参加（2019年9月）
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「上中下一体」運営により災害に対するレジリエンスを向上

ターミナルビル

滑走路・誘導路等

連携
チームセントレア

ご清聴ありがとうございました

上

中

下


